
演習問題 Iの解答例 

1. 次の物理量の次元を求めよ。 

(1)運動量          [MLT
ｰ１
] 

(2)エネルギー        [ML
２
T
－２

] 

(3)力            [MLT
－２

] 

(4)万有引力定数       [M
－１

L
３
T
－２

] 

(5)線膨張率         [K
－１

]  
 
2.次の項目で間違いがあれば直せ 

(1)温度と熱は同じ概念である。 

 温度は原子や分子の振動状態であり、熱はエネルギー量である。 

(2)単位と次元は同じである。 

 単位は物理量の大きさを表す基準量であり、次元は単位の性質を分別する。 

(3)キログラムは[Kg]でも[kg]でもよい。 

 小文字[kg]が正しい。 

(4)[dB]は SI 単位ではないので用いない。 

 用いる。 

(5)体積 l リットルは単位[L]を使う。 

 正しい。英文 l は数値 1 と混同されるので、L を使うことができる。 

３．直接計測と間接計測を簡単に説明せよ 

  直接法：測定量をそれと同種類の基準と直接比較する方法 
          例：ものさしによる長さの測定、計量カップによる液体や粉体の容

積の測定 
   間接法：測定量を一定の関係にあるいくつかの量について測定を行い，そ

の結果から法則に従って目的量を求める方法 
      例：時間と距離から速度を求める手法、物体の温度と長さから熱膨

張係数を求める手法など 
  

４．偏位法と零位法の長短を述べよ 

  偏位法の長短：計測時間が短いが、確度がよくない。  
零位法の長短：高い精度の計測が実現できるが、測定の時間応答性は良く

ない。  

 

 


